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議　　　　案
〇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
藤
沢
市
市
営
住
宅
及
び
共

同
施
設
）

　

こ
の
議
案
は
、
地
方
自
治
法

第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
六
項

の
規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
で

あ
る
藤
沢
市
市
営
住
宅
及
び
共

同
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、

平
成
二
十
五
年
度
を
も
っ
て
指

定
管
理
者
の
指
定
期
間
が
終
了

す
る
た
め
、
次
年
度
以
降
の
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
必
要
に

よ
る
も
の
。

【
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
】

　

一
般
社
団
法
人
か
な
が
わ
土

地
建
物
保
全
協
会

　

横
浜
市
中
区
日
本
大
通
三
十

三
番
地

【
指
定
の
期
間
】

　

二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
二

十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

　

〈
主
な
質
問
と
答
弁
〉

質
問　

指
定
管
理
者
の
選
定
に

つ
い
て
、
今
回
、
募
集
方
法
を

特
定
か
ら
公
募
に
変
更
し
た
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
理
由
を
聞

サービスの向上が期待される市営住宅の管理＝渋谷ヶ原住宅

点検により公園遊具の安全確保に努める＝大庭城址公園（冒険広場）

めざす都市像

長期的視点からの
重点項目

喫緊の課題からの
重点項目

分野別課題
（庁内各部）

パブリックコメント・
市民ワークショップ・
市民意識調査・
郷土づくり推進会議
との意見交換・
地区全体集会等

〈めざす都市像から〉
□「郷土愛」を高める
□「人の和」を広げる
□「元気」になる

〈喫緊の課題から〉
□安全・安心
□産業・経済
□歴史・文化
□子ども・子育て
□健康・生きがい

重点方針

ま
ち
づ
く
り
テ
ー
マ
と
重
点
施
策

ま
ち
づ
く
り
テ
ー
マ
と
重
点
施
策

ま
ち
づ
く
り
テ
ー
マ
と
重
点
施
策

ま
ち
づ
く
り
テ
ー
マ
と
重
点
施
策

ま
ち
づ
く
り
テ
ー
マ
と
重
点
施
策

施策構築の視点
マルチパートナー
シップの推進

横断的
連携

複数課題
解決

議員全員協議会を開催
 （ 仮 称 ）新 た な 市 政 運 営 の
 総合的な指針について報告

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

　
　
　
　
推
薦
等
に
同
意

新
た
な
指
定
管
理
者
を
選
定

　
　
求
め
ら
れ
る
専
門
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

市
営
住
宅
及
び
共
同
施
設

者
の
自
立
支
援
④
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応
の

充
実
⑤
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
︱

以
上
の
五
施
策
で
あ
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
テ
ー
マ
⑸
に
つ

い
て
は
、
①
健
康
づ
く
り
の
推

進
②
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

③
市
民
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

④
い
つ
で
も
安
心
し
て
受
け
ら

れ
る
医
療
の
充
実
⑤
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
し
た
相
談
・
支
援

体
制
の
充
実
⑥
地
域
包
括
ケ
ア

の
推
進
⑦
誰
も
が
快
適
に
移
動

で
き
る
交
通
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
︱
︱
以
上
の
七
施
策
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
市
民
や
議
会
か
ら

の
意
見
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
重

点
施
策
、
重
点
事
業
及
び
短
期

見
通
し
等
の
精
査
を
進
め
、
二

十
六
年
一
月
ま
た
は
二
月
に
議

員
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
そ

の
中
で
最
終
案
を
示
す
予
定
で

あ
る
。　

　

ま
ち
づ
く
り
テ
ー
マ
⑷
に
つ

い
て
は
、
①
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
充
実
②
待
機
児
童
解
消
を
は

じ
め
と
す
る
保
育
環
境
の
充
実

③
困
難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若

保
に
努
め
る
。

〇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
藤
沢
市
秩
父
宮
記
念
体
育

館
ほ
か
三
施
設
）

　

こ
の
議
案
は
、
公
の
施
設
で

あ
る
藤
沢
市
秩
父
宮
記
念
体
育

館
ほ
か
三
施
設
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
、
平
成
二
十
五
年
度
を

も
っ
て
指
定
管
理
者
の
指
定
期

間
が
終
了
す
る
た
め
、
次
年
度

以
降
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す

る
必
要
に
よ
る
も
の
。

【
管
理
を
行
わ
せ
る
施
設
】

・
秩
父
宮
記
念
体
育
館

・
石
名
坂
温
水
プ
ー
ル

・
秋
葉
台
公
園

・
八
部
公
園

【
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
】

　

公
益
財
団
法
人
藤
沢
市
み
ら

い
創
造
財
団

　

藤
沢
市
朝
日
町
十
番
地
の
八

【
指
定
の
期
間
】

　

二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
二

十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

も
の
は
、
直
ち
に
使
用
中
止
の

上
で
所
要
の
修
繕
を
行
う
ほ
か
、

使
用
中
止
に
ま
で
至
ら
な
い
Ｂ

ラ
ン
ク
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

経
過
観
察
を
行
い
な
が
ら
、
優

先
度
の
高
い
も
の
か
ら
修
理
・

交
換
を
進
め
、
遊
具
の
安
全
確

二
回
の
各
部
所
・
部
位
ご
と
の

点
検
、
さ
ら
に
専
門
業
者
に
よ

る
年
一
回
の
精
密
点
検
を
各
公

園
で
実
施
す
る
。

　

な
お
、
点
検
結
果
に
よ
り
修

理
・
交
換
の
緊
急
度
が
高
い
Ｄ

ラ
ン
ク
あ
る
い
は
Ｃ
ラ
ン
ク
の

づ
く
り
協
会
・
藤
沢
市
緑
化
事

業
協
同
組
合
グ
ル
ー
プ

　

藤
沢
市
円
行
二
丁
目
三
番
地

の
十
七

【
指
定
の
期
間
】

　

二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
三

十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

　

〈
主
な
質
問
と
答
弁
〉

質
問　

遊
具
や
公
園
施
設
の
安

全
点
検
に
つ
い
て
、
そ
の
頻
度

と
方
法
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、

修
繕
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な

っ
た
と
き
に
行
う
の
か
。

答
弁　

点
検
の
頻
度
と
方
法
に

つ
い
て
は
、
新
林
公
園
、
大
庭

城
址
公
園
、引
地
川
親
水
公
園
、

湘
南
台
公
園
、
西
浜
公
園
及
び

辻
堂
南
部
公
園
に
管
理
人
を
常

駐
さ
せ
、休
務
日
を
除
く
毎
日
、

園
内
を
巡
回
し
、
主
に
目
視
に

よ
る
点
検
を
実
施
す
る
。
そ
の

ほ
か
、
指
定
管
理
者
が
独
自
の

基
準
に
よ
り
作
成
し
た
遊
具
の

点
検
チ
ェ
ッ
ク
表
を
用
い
た
月

す
る
た
め
、
次
年
度
以
降
の
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
必
要
に

よ
る
も
の
。

【
管
理
を
行
わ
せ
る
施
設
】

・
新
林
公
園

・
大
庭
城
址
公
園

・
片
瀬
山
公
園

・
引
地
川
親
水
公
園

・
桐
原
公
園

・
遠
藤
公
園

・
湘
南
台
公
園

・
神
台
公
園

・
西
浜
公
園

・
辻
堂
南
部
公
園

・
境
川
緑
地

・
引
地
川
緑
地

【
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
】

　

公
益
財
団
法
人
藤
沢
市
ま
ち

き
た
い
。

答
弁　

公
の
施
設
の
老
朽
化
に

よ
る
事
故
の
発
生
や
入
居
者
の

高
齢
化
に
よ
る
孤
立
死
が
社
会

問
題
化
し
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、

国
か
ら
新
た
な
基
準
に
よ
る
建

物
点
検
検
査
の
義
務
づ
け
等
を

内
容
と
す
る
通
知
が
あ
り
、
市

営
住
宅
の
委
託
仕
様
書
を
変
更

す
る
必
要
が
生
じ
た
。
そ
の
た

め
、
幅
広
い
業
務
ス
キ
ル
、
ノ

ウ
ハ
ウ
に
よ
る
専
門
性
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
経
費
を
抑
え
た

創
意
工
夫
の
あ
る
業
務
運
営
を

提
案
で
き
る
事
業
者
を
公
募
に

よ
り
募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。

〇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
藤
沢
市
新
林
公
園
ほ
か
十

一
公
園
）

　

こ
の
議
案
は
、
公
の
施
設
で

あ
る
藤
沢
市
新
林
公
園
ほ
か
十

一
公
園
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、

平
成
二
十
五
年
度
を
も
っ
て
指

定
管
理
者
の
指
定
期
間
が
終
了　

議
員
全
員
協
議
会
は
、
十
二

月
二
日
に
開
催
さ
れ
、（
仮
称
）

新
た
な
市
政
運
営
の
総
合
的
な

指
針
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、

こ
れ
に
対
し
、質
疑
を
行
っ
た
。

　

〈
市
の
説
明
〉

　
（
仮
称
）
新
た
な
市
政
運
営

の
総
合
的
な
指
針
の
三
次
案
に

つ
い
て
は
、
二
次
案
で
示
し
た

長
期
的
な
視
点
を
踏
ま
え
、「
第

２
章　

重
点
方
針
」に
お
い
て
、

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
の
三
年

間
に
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き

施
策
を
位
置
づ
け
た
。

　

重
点
施
策
の
構
築
に
当
た
っ

て
は
、「
め
ざ
す
都
市
像
」
か

ら
「
郷
土
愛
」「
人
の
和
」「
元

気
」
の
三
つ
と
、
喫
緊
の
課
題

か
ら
「
安
全
・
安
心
」「
産
業
・

経
済
」「
歴
史
・
文
化
」「
子 

ど
も
・
子
育
て
」「
健
康
・
生

き
が
い
」
の
五
つ
を
重
点
項
目

と
し
て
定
め
た
。

　

そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
重
点

項
目
を
踏
ま
え
、
わ
か
り
や
す

く
施
策
を
ま
と
め
た
「
ま
ち
づ

く
り
テ
ー
マ
」
と
し
て
、
⑴
み

ん
な
の
命
と
財
産
を
守
る
災
害

な
ど
へ
の
備
え
を
進
め
よ
う
！

⑵
み
ん
な
と
ま
ち
が
元
気
に
な

る
魅
力
と
活
力
を
生
み
出
そ
う
！

⑶
み
ん
な
が
誇
り
と
愛
着
の
持

て
る
地
域
を
つ
く
ろ
う
！
⑷
み

ん
な
の
絆
で
藤
沢
っ
子
の
明あ

日す

を
築
こ
う
！
⑸
み
ん
な
の
希
望

と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
健
や
か
な

暮
ら
し
を
支
え
よ
う
！
︱
︱
以

上
五
つ
を
設
け
、
そ
の
下
に
重

点
施
策
を
位
置
づ
け
た
。

　

な
お
、
ま
ち
づ
く
り
テ
ー
マ

に
つ
い
て
は
、
マ
ル
チ
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
き
、市
民
、

市
民
団
体
及
び
企
業
な
ど
、
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
方
と
行
政
と
の
協

働
を
進
め
る
と
い
う
意
味
を
込

め
て
、
全
て
の
テ
ー
マ
に
「
み

ん
な
」
を
冠
し
て
表
現
し
た
。

　

重
点
施
策
に
つ
い
て
は
、
長

期
的
な
視
点
と
し
て
の
「
め
ざ

す
都
市
像
」
と
「
基
本
目
標
」

を
踏
ま
え
た
上
で
、
二
次
案
に

お
い
て
庁
内
各
部
か
ら
の
分
野

別
課
題
・
施
策
と
し
て
三
十
九

施
策
を
候
補
と
し
て
挙
げ
た
。

そ
の
後
、
市
民
か
ら
の
意
見
等

を
踏
ま
え
て
整
理
、
選
択
を
行

い
、
三
次
案
に
お
い
て
は
二
十

七
施
策
と
し
た
。

　

重
点
施
策
の
内
容
は
、
ま
ち

づ
く
り
テ
ー
マ
⑴
に
つ
い
て
は
、

①
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
②
津
波
対
策
の
充
実
・
強

化
③
消
防
・
救
急
の
充
実
・
強

化
④
犯
罪
と
交
通
事
故
の
な
い

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
⑤

公
共
施
設
の
再
整
備
の
推
進
⑥

都
市
基
盤
の
整
備
・
充
実
︱
︱

以
上
の
六
施
策
で
あ
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
テ
ー
マ
⑵
に
つ

い
て
は
、
①
都
市
拠
点
の
活
性

化
と
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
②
市
内
商
工
業
・
農
水
産
業
・

観
光
の
活
性
化
と
雇
用
の
促
進

③
多
彩
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
の
推
進
④
市
民
活
動
と
協

働
の
推
進
︱
︱
以
上
の
四
施
策

で
あ
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
テ
ー
マ
⑶
に
つ

い
て
は
、
①
郷
土
文
化
資
産
の

保
存
・
活
用
の
推
進
②
市
民
の

文
化
芸
術
活
動
へ
の
支
援
③
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支

援
④
13
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
⑤
花
と
緑
あ
ふ
れ
る
持
続

的
な
環
境
の
保
全
︱
︱
以
上
の

五
施
策
で
あ
る
。

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

　

藤
沢
市
域
の
人
権
擁
護
委

員
の
一
人
が
、
平
成
二
十
六

年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
新

た
な
候
補
者
を
推
薦
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見

を
求
め
る
も
の
。

　

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

　

任
期
は
二
十
六
年
四
月
一

日
か
ら
二
十
九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
三
年
間
。

 

・
貝
瀨
和
子
氏（
新
規
推
薦
、

大
鋸
在
住
）

〇
藤
沢
市
情
報
公
開
審
査
会

委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

藤
沢
市
情
報
公
開
審
査
会

委
員
の
任
期
が
、
平
成
二
十

六
年
一
月
三
十
一
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

新
た
な
委
員
を
委
嘱
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見

を
求
め
る
も
の
。

　

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

　

任
期
は
二
十
六
年
二
月
一

日
か
ら
二
十
八
年
一
月
三
十

一
日
ま
で
の
二
年
間
。

・
青
木
孝
氏
（
再
任
、
横
浜

市
在
住
）

・
小
澤
弘
子
氏
（
再
任
、
鎌

倉
市
在
住
）

・
中
津
川
彰
氏
（
再
任
、
弥

勒
寺
三
丁
目
在
住
）

・
安
冨
潔
氏
（
再
任
、
鎌
倉

市
在
住
）

・
山
田
惠
里
可
氏
（
再
任
、

茅
ヶ
崎
市
在
住
）

まちづくりテーマ・重点施策構築の考え方


